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毎
日
、
交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
人
や
車
の

動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、
ま
た
飲
酒
の

機
会
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
事

故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故

を
な
く
す
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
一
人
一

人
が
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う

意
識
を
強
く
持
っ
て
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。交

通
安
全
の
ポ
イ
ン
ト

　
昨
年
の
県
内
交
通
死
亡
事
故
発
生
状
況

を
検
証
し
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
、
起
こ
さ
な
い
た
め
の
交
通
安
全
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

■
高
齢
歩
行
者
は

　
高
齢
歩
行
者
の
事
故
の
多
く
が
道
路
横

断
中
に
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
夜
間
外
出

中
の
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

●
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
急
い
で
い
て

も
、
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
り
、
左
か
ら
来

る
車
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
横
断
中
の
事
故
の
う
ち
、
左
か
ら
来
る

車
と
の
事
故
が
約
７
割
で
す
。

●
夜
間
の
外
出
時
に
は
反
射
材
を
身
に
付

け
て
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

※
左
か
ら
来
る
車
と
の
事
故
の
う
ち
、
夜

間
の
事
故
が
約
７
割
で
す
。

　
年
齢
層
別
死
者
数
は
、
65
歳
以
上
が

全
体
の
４
割
を
占
め（
図
１
）、
そ
の
う

ち
歩
行
者
が
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
歩
行
者
は

●
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は﹁
止
ま
る
﹂

﹁
見
る
﹂﹁
待
つ
﹂﹁
確
か
め
る
﹂の
癖
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
状
態
別
で
は
、
歩
行
者
の
死
者
数
が

全
体
の
４
割
を
占
め
て
い
ま
す（
図
２
）。

■
交
差
点
で
は

歩
行
者
は

●
た
と
え
信
号
が
青
で
も
広
く
見
渡
し
、

右
・
左
折
車
に
目
配
り
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は

●
必
ず
一
時
停
止
し
、
安
全
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は

●
交
差
道
路
か
ら
出
て
く
る
自
転
車
や
車

を
予
測
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

●
右
・
左
折
時
は
、
横
断
歩
道
上
の
歩
行

者
や
自
転
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
形
状
別
で
は
、
交
差
点
内
事
故

が
全
体
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
通
行
中
は

自
転
車
は

●﹁
止
ま
れ
﹂の
標
識
が
な
い
交
差
点
で

も
、
一
時
停
止
を
し
て
安
全
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

自
動
車
は

●
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
早
め
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
す
る
と
と
も
に
、
道
路
前
方
の
あ

ち
こ
ち
に
目
配
り
し
て
、
歩
行
者
な
ど
の

早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
動
二
輪
車
は

●
速
度
超
過
、
す
り
抜
け
運
転
、
左
側
追

い
越
し
、
一
時
不
停
止
を
せ
ず
、
ゆ
と
り

あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
法
令
違
反
別
で
は
、
前
方
不
注
意
や

安
全
不
確
認
な
ど
の
違
反
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　歩道を歩いていると前から自転車が…こんなこ
とありませんか？　ぶつかりそうになったり、ベ
ルを鳴らされたり、互いに不快な気持ちになった
経験のある人も多いのではないでしょうか。
　一人一人がルールをしっかり守り、安心・安全
に暮らしていきましょう。

県内交通事故死者数構成率（平成２３年）

あぶない！

交
通
事
故
０ゼ
ロ
を
目
指
し
て

特
集



通安全への取り組み交
　市では、市民の皆さんや交通安全母の会、交通安
全協会などの関係団体、事業者、警察と協力し、悲
惨な交通事故が一件でも減少するよう、交通事故防
止に積極的に取り組んでいます。今後も安全で安心
して暮らせるまちにするために﹁交通事故₀

ゼロ

﹂を目指
していきます。

●街頭啓発活動
　年₄回の交通安全運動期間に合わせ、街頭キャン
ペーンを開催しています。また自転車安全利用の推
進のために、街頭啓発活動を実施しています。

●自転車点検講習会
　小学校ＰＴＡを対象に自転車点検の目的や実施方
法についての講習会を開催しています。

●交通安全教室
　幼稚園や小学校、高齢者を対象に正しい交通ルー
ルの習得・マナー向上のために交通安全教室を開催
しています。

●自転車安全利用の推進
　自転車事故を減らすために、県から委嘱された交
通安全ボランティアの自転車安全利用指導員が、自
転車の安全な利用につい
て広報・啓発活動や自転
車交通安全教育を行って
います。

●交通安全映画会
　交通安全知識の習得
のために、それぞれの
対象に合わせた交通安
全映画会を実施してい
ます。

市 政
ニュース
市 政
ニュース
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　交通安全母の会は、家庭や地域から交通事故をなく
し、明るく平和な地域社会を作ることを目的に活動を
しているボランティア団体です。上尾市交通安全母の
会連合会は、上尾・平方・原市・大石・上平・大谷の
₆地区の交通安全母の会から成る連合会です。各地区
は独自に活動しており、連合会は市全体で活動してい
ます。

家族みんなで交通安全
　﹁交通安全は家庭から﹂を合言葉
に交通事故撲滅を目指して活動し
ています。人も車も自転車も心掛
けしだいで事故を防ぐことができ
ます。それにはまず、大切な家族
が交通事故に遭ったり、起こした
りしないよう、毎日の生活の中で、
家族みんなで交通安全に取り組ん
でほしいと思います。

　12月1日（土）～14日（金）に、冬の交通事故防止運動
が行われます。埼玉県では、この運動の重点として①
高齢者の交通事故防止②自転車の安全利用の推進③飲
酒運転の根絶―を掲げています。上尾市は﹁自転車の
交通ルールの順守とマナー向上﹂を重点目標にしてい
ます。

交通事故を未然に防ぐために
　交通事故はいつ、どこで起こるか分かりません。毎
日どこかで起きています。原因はち
ょっとした不注意です。何かを考え
たり、ぼーっとしたりしながらの運
転、うっかり確認忘れなどです。運
転に集中することで交通事故は未
然に防ぐことができます。市民の皆
さんが普段から交通安全を意識し、
安全確認をしっかり行うことで事
故は無くなります。

交通安全母の会連合会 冬の交通事故防止運動

自転車安全利用の日に啓発品を
配布して自転車の安全な利用を
呼び掛け

街頭キャンペーンで市民の皆さんに交通安全の呼び掛け

横断歩道の渡り方の指導を
受ける園児（妙厳寺幼稚園）

高齢者を対象にした交通
安全教室（桃寿苑）

映画会後に標識ビンゴゲー
ムで交通安全を学ぶ三井サ
ニータウンの皆さん

上尾市交通安全母の会
連合会長　栗

く り

子
こ

映
え い

子
こ

さん

上尾警察署交通課
課長　横

よ こ

塚
つ か

守
まもる

さん



●通行できる人
◆13歳未満の子ども
◆70歳以上の高齢者
◆車道通行に支障がある身
体に障害がある人

●通行できる場合
◆﹁自転車および歩行者専
用﹂の標識がある
◆道路工事や連続した駐車
車両などのため、車道の左
側を通行できない
◆自動車などの通行量が著
しく多い
◆道路幅が狭く、自動車な
どと接触する危険がある

①自転車は車道が原則、歩道は例外
自転車は、道路交通法上の車両の一
種です。

自転車および
歩行者専用の
標識

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
自転車は歩道ではすぐに停止できる速度
で走行し、歩行者の通行を妨げる場合
は、一時停止しなければなりません。

④安全ルールを守る
◆飲酒運転、二人乗り、並進の禁止
◆夜間はライトを点灯
◆交差点での信号順守と一時停止・安全
確認
◆傘差し、イヤホン、ヘッドホン、携帯
電話の使用禁止

⑤子どもはヘルメットを着用
保護者は13歳未満の子どもへの
ヘルメット着用に努めましょう。

②車道は左側を通行

自
転
車
通
行
の
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た

ア
ッ
ピ
ー

ア
ッ
ピ
ー
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10
月
29
日
～
11
月
２
日
の
間
、
県

道
上
尾
停
車
場
線（
国
道
17
号
か
ら

旧
中
山
道
ま
で
の
区
間
）で
自
転
車

通
行
の
社
会
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
７
～
９
時
の
通
勤
・
通
学
時
間

帯
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
こ
の
実
験

は
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
自
転
車
利
用
者（
高
齢
者
・
子

ど
も
な
ど
の
自
転
車
を
除
く
）が
車

道
に
設
置
さ
れ
た
自
転
車
レ
ー
ン
を

　
自
転
車
で
の
移
動
を
快
適
に

す
る
た
め
、
そ
し
て
、
よ
り
楽

し
く
自
転
車
に
乗
る
た
め
に

﹁
自
転
車
は
車
両
﹂と
い
う
意
識

を
持
ち
、
自
転
車
安
全
利
用
五

則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

こんなときは

自転車も歩道を
通行できます

通
行
す
る
も
の
で
、
歩
行
者
と
自
転

車
の
相
互
通
行
の
軽
減
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

●
実
験
の
結
果

　
自
転
車
は
初
日
、
２
日
目
と
歩
道

通
行
が
車
道（
自
転
車
レ
ー
ン
）通
行

を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
日
目

以
降
、
車
道
通
行
が
歩
道
通
行
を
上

回
り
ま
し
た
。

　
初
日
に
38
・
８
㌫
だ
っ
た
車
道
通

行
は
、
最
終
日
に
は
64
・
４
㌫
に
上

り
、
５
日
間
の
累
計
で
は
、
自
転
車

利
用
者
の
約
60
㌫
の
人
が
車
道
を
通

行
し
、
歩
道
を
利
用
す
る
歩
行
者
の

安
全
性
は
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

◆

　
今
回
の
社
会
実
験
に
、
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
、
実
験
の
結
果
や
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
を
検
証
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

こんな取り組みも行っています

⇨
ま
ち
づ
く
り
計
画
課（
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車道に設置された自
転車レーン

社会実験の様子

自転車通行状況（通行別）

10月29日
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20.4
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実施日
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その他
55％
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